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● 大学評価・学位授与機構がこれまで行ってきた国

際連携活動の経験から、大学教育の国際化に向け

て取り組むべき課題を議論しています。 

● 教育の質を向上させるため、教員と組織の意識改

革や学生の学習促進の事例を掲示しています。 

● 評価事業を行う中で見えてきた問題点から、今後

の大学評価の方向性についても提言しています。
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